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特定テーマに対する技術提案
	特定テーマ２
鉄道駅舎の整備事業（なにわ筋線事業）が令和13年に完成予定であり、現在、自転車ネットワーク路線である大阪伊丹線において、駅舎新設等の地下鉄工事が行われている。そのため、道路復旧に際し、本路線の自転車通行環境の整備形態を検討する必要がある。
　また、本路線は歩道通行する自転車が多いことに加え、鉄道駅舎の整備に伴い、今後、歩行者や自転車の交通量の変化や駅舎出入口の整備に伴う動線の変化が想定されることから、駅周辺の錯綜や結節点としての役割などにより、これまでに存在していなかった事故リスクが発生する可能性がある。
　そこで、なにわ筋の特性や鉄道駅の整備に伴う影響（周辺施設の状況（出入口や自転車駐車場の位置等）、駅周辺の歩行者集中や動線の変化等）を複合的に考え、自転車通行環境の整備形態を選定する際の課題及びその解決方法とともに、検討プロセスと留意点、その対応策について述べること。

	




